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管　　　径

管　　　種

本管芯からの水平距離（取付管延長）

上流側マンホール芯から

桝（桝から垂直に降ろした位置）までの距離

取付管の土被り

調整リング厚15cm

調整厚25mm

延　　長（マンホールく体芯間とし少数第3位を切捨て）

勾　　配（少数第２位を四捨五入）

管　　種

管　　径

オフセット（交差点においては２箇所以上とし

　　　　　　道路直線部においては片側にて可）

この凡例は記入不要

管種の記号

陶　　　管

ヒューム管 Ｈ

Ｔ

推　進　管 Ｄ

ハイセラ管

塩ビ管（卵）

塩ビ管（丸）

VE

HC

VU

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 PP

出来形管理図記入例
（分流式汚水）

(R)

マンホールの材質

なし：コンクリート製

(V) ：塩化ビニル製
(R) ：レジンコンクリート製

(B) ：防菌・抗菌コンクリート製

θ100(PP) 100.50

DIPﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

塩ビ管（ﾘﾌﾞ付）PRP

組立600×900(楕円)ﾏﾝﾎｰﾙ

組立600×900(馬蹄)ﾏﾝﾎｰﾙ

コ

管基礎の材料（凡例以外の基礎材料は記入不要）

砂基礎の再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂コ

砂基礎の再生瓦砂カ

管コンクリート保護Co

流入高さ

流出高さ

人孔中心高さ

出来形管理図記入例
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（分流式汚水）



マンホール部出来形作成要領
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（参考図）
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